
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【１５２】 

２．日 時：令和２年４月１０日 １０時００分～１７時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官、岸野主任安全審査官、羽場崎主任安全審査官※ 

宇田川安全審査官、堀野技術参与※、山浦技術参与※ 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部機器耐震技術グループ グループマネージャー 他8名 

  

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、耐震に関する説明書について、令和２年

２月２１日、４月２日及び４月７日の提出資料に基づき説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【設計用床応答曲線の作成方針】 

○ 「図２－２ 設計用床応答曲線Ⅱの作成方法」に示される「事前検討

段階の地震応答解析モデル」について、どのような解析モデルである

か整理して説明すること。 

○ 「図３－１０（１）格納容器圧力逃がし装置基礎地震応答解析モデル

（水平方向（ＮＳ方向、ＥＷ方向））」等により求めた最大相対変位に

ついて整理して説明すること。その上で配管系の耐震計算で入力とし

て用いる相対変位の根拠図書が分かるよう説明すること。 

 

【設計用床応答曲線の作成方法及び適用方法についての補足説明資料】 

○ 「表 各設備の耐震計算書に適用する設計用床応答曲線及び設計用

最大応答加速度」の備考欄に示される「※ＳｓはⅡを使用。ＳｄはＩ

を上回るように設定した値を使用」、「※モデルにより異なる」、「※Ｓ

ｓはＩ、ＳｄはⅡ」及び「※設計用床応答曲線を使用しない施設」に

ついて、詳細を整理して説明すること。 

 

【原子炉本体の基礎の地震応答計算書】 

○ 鉛直方向地震応答解析モデルとして、「Ｖ－２－３－２ 炉心、原子炉

圧力容器及び圧力容器内部構造物の地震応答解析モデル」の解析モデ

ルを使用できる理由を説明すること。 



 

 

【炉心、原子炉圧力容器及び圧力容器内部構造物の地震応答計算書】 

○ 直接積分法に用いた解析時間刻みについて説明すること。 

 

【建屋－機器連成解析モデルの時刻歴応答解析における材料特性の不確か

さ等の考慮について】 

○ 「２．建屋－機器連成解析における材料物性の不確かさ等の考慮」で

の不確かさケース設定の基本的考え方について、部位により不確かさ

を考慮しなくてよい理由を、不確かさによる応答への影響の観点を含

めて説明すること。 

○ 「表２－１ 材料物性の不確かさ等を考慮した解析ケース」に示され

る「ケース７（実強度）」及び「ケース８（曲線近似包絡）」について、

建屋機器連成解析での固有のケースであることが分かるように説明

すること。また、建屋解析と同じケースと機器固有のケースの区分が

わかるよう説明すること。 

○ 「表２－５（５） 設計用地震力 I（相対変位，Ｓｓ）」に示される燃

料集合体の相対変位のうち、ケース３（建屋、地盤剛性-σ）の相対

変位が他のケースに比べ顕著に大きくなっている理由を、整理して説

明すること。 

 

【建屋－機器連成解析の補足について】 

○ ＲＰＶスタビライザの減衰定数として用いている２％の根拠につい

て整理して説明すること。 

○ ＲＰＶペデスタルの曲げ及びせん断の履歴特性について説明するこ

と。 

○ 水平方向解析モデルでモデル化したばねを鉛直方向解析モデルでモ

デル化しない理由を、ばね部位の構造及び荷重伝達機構を含めて整理

して説明すること。 

○ ダイヤフラムフロアについて、面外方向の固有周期を説明すること。

また、水平方向及び鉛直方向解析モデルのそれぞれについて、ダイヤ

フラムフロアの原子炉本体基礎と原子炉格納容器への質量配分とそ

の考え方を整理して説明すること。 

○ 「表４－３ 燃料取替用ベローズの疲労評価結果」に示される今回評

価での累積疲労係数が設計時評価での累積疲労係数に比べ顕著に大

きくなっていることについて、「今回評価での地震時の発生応力σの

値」と「設計時評価での起動・停止時、燃料交換時及び地震時の発生

応力σの値」を示すこと。 

○ ダイヤフラムフロア及びＲＰＶペデスタルの実強度の設定について、

設置されている環境条件を踏まえて考え方を説明すること。 

○ 地震応答解析モデルの建屋、構築物及び機器の各部位で用いているヤ



 

ング率及びポアソン比について、適用基準を説明すること。 

 

【非常用ディーゼル発電機の耐震性についての計算書】 

○ 水平方向固有周期算出に用いた最小有効せん断断面積Ａｓ及び断面

二次モーメントＩについて、評価対象部位を明確にした上で、Ａｓ及

びＩの算出方法を説明すること。 

 

【第一ガスタービン発電機の耐震性についての計算書に関する補足説明資

料】 

○ 加振試験での応答加速度の計測点について整理して説明すること。 

○ 加振試験による第一ガスタービン発電機の転倒防止装置の評価につ

いて、リンク機構に発生する引張り及び圧縮応力が設計許容応力内で

ある根拠を整理して説明すること。また、ダンパーの仕様を説明する

こと。 

○ 「図３－４－２ 加振試験に用いた加振波の時刻歴波形の例」につい

て、水平 2方向それぞれの時刻歴波形を整理して説明すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

なし 


